
 

 

大型研削機を用いた走行路路面整正（新交通ゆりかもめ）  

 

株式会社ゆりかもめ技術部技術課 有安 信裕 ○正会員 穴沢 秀昭 

 

１．はじめに 

東京臨海新交通臨海線「ゆりかもめ」は、新橋駅を起点

として、臨海副都心を経由し豊洲駅（江東区）まで延長

14.7km を結ぶ（図-1）、全線高架構造複線、側方案内方式

の新交通システムである。開業から 15 年以上経過し、コン

クリート走行路の部分剥離またそれに伴う部分的な補修箇

所が増加、乗り心地にも影響を及ぼしてきたため、前年度

（平成 21 年度）から走行路大規模補修工事と称して広範囲

一括でのコンクリート打替えを実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．工事概要および今年度着目点 

既設走行路の輪荷重載荷面となる幅 350mm、深さ

50mm を補修断面として、打替えを実施している（図

-2）。前年度工事では、打替えコンクリート面を手仕

上げのみを基本とし、一部の凹凸を部分削りすること

で平坦性を確保した。しかし列車乗車時に感じる微振

動が残ることとなり、乗り心地改善の観点から、今年

度より最終仕上げに大型研削機を用いた路面整正を行

うこととした。本稿では、機械切削による路面整正の

方法および乗り心地改善の効果について報告する。 

３．使用機械 

路面整正には、新交通用の大型研削機（写真-1、2）

を採用した。これは、前後のタイヤ間（5m）を基準高

として中央付近に厚さ 5mm のダイヤモンドカッター

を 70 枚重ねて配置し、合計幅 350mm を連続的に研削

していく構造となっている。前後の走行路面を基準と

するため、一度の研削では不陸の完全除去が難しく、

二度の研削が基本仕様である。しかし本工事では、打 

図－１ 路線図 図－２ 補修断面図 
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写真－１ 大型研削機 

写真－２ 大型研削機（拡大） 

土木学会第66回年次学術講演会(平成23年度)

 

-339-

 

Ⅵ-170

 



 

 

替え後すぐに営業列車を運行させる必要があること

から、前年度と同様打替え時の平坦性を一定程度確保

させることを前提として一回削りを基本とした。 

研削量の設定および平坦性の確認は、線路測定車

（写真-3）を用いた。これは 3m 毎の走行路の高低お

よび案内軌条の軌間・通りを連続的に測定する新交通

用の測定器である。 

 

 

 

 

４．施工管理 

今回の施工管理のポイントは、①研削を前提としたコ

ンクリート打替え高の管理、②事前測定データに基づく

研削量の設定、である。先ずコンクリート打替えは、研

削代を勘案し既設走行路面高より 2mm 程度かさ上げし

た状態で施工した（表-1）。機械研削に先立ち、線路測

定車により 3m 毎の高低を連続測定した結果、概ね凹凸

が除去できる研削計画量を 2mm に設定した（図-3）。 

一次研削した結果を図-４の中段に示す。微振動の原因

となる細かい凹凸が概ね除去できている。その後多少残

った路面凹凸に絞り部分研削を実施した。 

５．実施結果 

路面整正実施後の線路測定車による走行路高低測定

結果を図-4 下段に示す。一次研削後に残った凹凸も大

幅に除去出来ており、乗り心地改善を図ることが出来

た。 

６．おわりに 

来年度も引き続き走行路大規模補修を

実施していく予定であるが、施工箇所が路

面凍結防止用にロードヒーター埋設した

走行路であるなど条件が異なるため、施工

性・メンテナンス性を考慮した構造検討な

らびに日施工時間短縮の更なる工夫が求

められている。 

既存の施工方法等に捕らわれることな

く柔軟に思考を巡らせて、より良い補修方

法を採用し、これからも新交通ゆりかもめ

の運行を支えていく所存である。 
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写真－３ 線路測定車 

図－３ 研削量の設定 

図－４ 走行路高低測定結果 

表－１ 走行路面高管理表
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